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野球から広がる笑顔の輪
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ご挨拶

ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会　理事長

ネパール野球連盟会長　プラディープ・シュレスタ

　いつもラリグラスの会に温かいご支援・ご声援を賜りまして誠にありがと
うございます。

　野球が知られていなかったネパールで、私たちが野球を通じたネパールと
の交流を始めたのは1999年のことでした。以来、私たちは「野球から広がる
笑顔の輪」をキャッチフレーズに、15年間に渡り野球交流活動を続けてまい
りました。「夢はオリンピック！」、そういった想いも抱きながらの活動で
もありました。

　但し、私たちは決して国際大会を目指すために活動を続けてきたわけではありません。しかし、本年
11月には、イレギュラーな事態が重なり、第11回西アジア野球大会（パキスタン・ラホール）に急遽
出場することとなりました。本大会では、ネパール野球連盟から指名され、私がネパール代表の監督を
務めました。銅メダルをかけた３位決定戦では、選手たちは最大限の力を発揮いたしましたが、１点差
で敗れ悔しい想いをいたしました。この悔しさは一生忘れません。しかし、昔から関わってきた選手た
ちと一緒に世界の舞台を戦うことができ、私にとって幸せな時間でもありました。これまでネパール野
球にご協力・ご声援いただいた皆様方に心より感謝申し上げます。

　2013年は「人とのつながりの大切さ」を強く実感することができた１年でした。日本やネパールだ
けにとどまらず、南アジア諸国を中心とした世界中の応援者にも支えられ様々な活動を行うことができ
ました。新しい出会いもたくさんあり、活動を通して多くのことを学びました。しかし、その一方で、
ネパール国内に関する活動があまり活発にできなかったのではないかとも感じております。

　また、8月15日には活動15周年を記念し「ＮＰＯ法人ネパール野球ラリグラスの会」に名称を変更い
たしました。今後は特定非営利活動法人として活動を続けてまいりますが、これまでと活動内容は変わ
りません。2014年も、当会の理念である「協働」をもとに、会員一同力を合わせ活動を続けてまいり
ます。私たちと一緒にネパール野球を応援してくださる方（会員・スタッフ・スポンサー）も大募集し
ておりますので、ご興味のある方はラリグラスの会までご一報いただけると幸いです。今後もネパール
野球ならびにラリグラスの会へどうかご指導・ご鞭撻賜りますようよろしくお願い申しあげます。

　最後に、私たちはオリンピックに野球が復活する日が来ることを信じています。今後も関係各位との
協力のもと、微力ではありますが、オリンピックでの野球復活の一助となるよう努力してまいりたいと
思います。

 First, on behalf of Nepal Baseball Federation and myself would like to 
congratulate you for registering Laligurans, a new name as NPO.

 Your support and cooperation will always help us to go forward for the 
promotion and development of baseball in Nepal. NBF would like to request 
you for continue support and cooperation in the coming days too.

 Additionally Nepal Baseball Federation is willing to work together with all the 
individuals and institutions interested in the development of baseball in Nepal. 
We look forward to your love, assistance and goodwill even in the days ahead.

Nepal Baseball Federation, President
Pradeep Shrestha

　始めに、ネパール野球連盟の代表また私自身として、ラリグラスが新しくＮＰＯとし
て登録されたことをお祝いします。
　あなた方のご支援とご協力は、常に、私たちがネパールで野球を普及および発展させ
ていくための助けとなっております。今後とも、ご支援・ご協力をお願いいたします。
　加えて、ネパール野球連盟はネパール野球の発展に関心のある全ての個人および機関
とともに仕事をしていきたいと願っています。皆様の愛情、支援、善意をお寄せいただ
ければ幸いです。

（訳）

]
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ネパール野球15周年

イッソー・タパ、ナワラジ・ブジェル来日

記念パーティー

　15周年記念パーティーには、当会の活動当初から野球を続けているナワ
ラジ・ブジェル、また、昨年まで関西独立リーグの０６ブルズ（ゼロロク
ブルズ）で投手としてプレーしていたイッソー・タパがネパールから駆け
つけました。両名は当会の活動が切っ掛けで野球を始め、現在はネパール
国内で指導者としてネパール野球発展のために尽力しています。
　パーティー参加後、両名は約１週間日本に滞在し、世界少年野球大会
（後述）に参加するなどの活動を行いました。
　8月22日には、仙台で東北楽天ゴールデンイーグルス球団のご厚意によ
り、球場施設や練習を見学、公式戦の観戦を行いました。また、石巻では
東北大震災の爪痕を目にしました。
　8月27日には、東大阪市で０６ブルズ球団を訪問。当日は同球団の公式
戦に先立って行われた東大阪市中学生選抜チームとの試合にイッソー・タ
パ投手が登板、10ヶ月ぶりに花園セントラルスタジアムのマウンドに立ち
ました。

　2013年8月18日、大阪市内において、ネパール野球
15周年を記念してパーティーが行われました。
　パーティーには、プール学院のネパール研修参加者
を中心に、ネパールとの野球交流に関わった皆さんが
40名参加。ネパール野球の15年間を振り返りました。
　また、当日は来賓として以下の方々をお招きいたし
ました。

松田浩志氏

　プール学院大学元副学長

　当会の活動の切っ掛けとなったプール学院大学の
ネパール研修を始められたのが松田氏です。

「15年間を振り返るといろいろな事がありま
した。野球交流活動はこれからも続きます。
５年後にも、また集まりましょう。」

東北楽天ゴールデンイーグルス訪問
（クリネックススタジアム宮城）

06ブルズの村上隆行監督と
（花園セントラルスタジアム）

岩坂正雄氏

　学校法人プール学院元理事長

「15年の年月を通して播かれた種が国際的
な広がりの中で実っている様を見て元気を
いっぱい頂きました。感謝をこめていっそ
うのご活躍をお祈りしています。」

「今日は、懐かしい皆さんに
会えて嬉しいです。ラリグラ
スの会に感謝しています。」

ナワラジ・ブジェル（左）
イッソー・タパ（右）

デビ・カリキさん

　当会現地事務所「ポカラハウス」
（2009年閉鎖）の元スタッフ



第23回世界少年野球大会
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　2013年8月、福井県敦賀市ほかで第23回世界少年野球大会が開催されま
した。本大会には世界15カ国の子どもたちが参加し、ネパールも初参加し
ました。ネパールからはプラナビ・シュレスタ団長とともに５名の少年少女
が来日し、野球教室や各種交流行事に参加しました。

大会概要

　日程：2013年8月18日から8月26日
　場所：福井県敦賀市、小浜市、美浜町、高浜町、おおい町、若狭町
　主催：財団法人世界少年野球推進財団（WCBF）ほか
　参加国：カメルーン、ブラジル、カナダ、アメリカ、ブータン、
　　　　　中国、日本、ネパール、 タイ、ドイツ、オランダ、ロシア、
　　　　　オーストラリア、韓国、台湾
　内容：国際野球連盟選任のコーチによる野球教室、国際交流試合、交流行事

イッソー・タパ、ナワラジ・ブジェル参観

団長の感想

　本大会では、ネパールで野球指導を行っているイッソー・タパおよびナワラジ・ブジェルが参観者
として野球教室に参加させていただき、野球指導の技術を学びました。

  私たちは野球をプレーする上での知識は備えていましたが、
ここでは野球を初歩から教える方法を学ぶことができました。
また、コーチの皆さんは大変素晴らしかったと思います。彼ら
は子供たち対して気さくに接しながら分かりやすく教えおられ
ました。これはネパールで野球指導をする上で、大変参考にな
りました。野球教室では、以下のような指導法を学びました。

・ウォーミングアップ(ストレッチ、ジョギング等)
・キャッチボール(捕り方、投げ方、足と肩の動かし方)
・バッティング(バットの握り方、ボールの見方)
・走塁、スライディング
・守備(フライやゴロの捕り方等)
・ピッチング
・ルールの教え方(キックベースボールを使った指導法)
・こまめに休憩を取ること
・その他

イッソー・タパ、ナワラジ・ブジェルからの報告

（左から）王貞治ＷＣＢＦ理事長、
イッソー・タパ、ナワラジ・ブジェル、
リカルド・フラッカリーＩＢＡＦ会長

ネパール選手団

プラナビ・シュレスタ（団長）
サイダ・シュレスタ（11歳・女） サンスクリティ・リマル（11歳・女）
リズ・バタライ（10歳・女） アーディティア・ジョシ（10歳・男）
プラジン・マナンダーラ（11歳・男）

　素晴らしい環境と指導者
の中で、子どもたちは野球
を楽しんでいました。関係
者の皆様に感謝いたします。
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東大阪・パキスタンU16野球友好試合

　2013年6月27日から7月2日に渡り、パキスタンのU16（16歳以下）の野球代表チームを東大阪市に
迎え、東大阪市の中学生選抜チームとの試合等を行ないました。

　【主催】ネパールで野球「ラリグラスの会」、０６ブルズ、一般財団法人 全日本野球協会
　【後援】東大阪市教育委員会、公益財団法人 八尾市国際交流センター、パキスタン・イスラム共和国領事館
　【特別協賛】株式会社 マリ・インターナショナル
　【協力】大阪経済法科大学、オリックス野球クラブ、大阪交野リトルシニア、
　　　　　関西独立リーグ（紀州レンジャーズ、兵庫ブルーサンダーズ）、中森工芸、
　　　　　東大阪市立縄手南中学校、ドリーム東大阪店、東大阪バーチャルシティ

 ・縄手南中学校訪問

　日比野功校長先生から日本の中学校についての説明を受けた後、校内を案内して
いただき、途中で授業も見学させていただきました。

・大阪交野リトルシニア訪問

　全国大会にも出場している中学生チームの練習を見学いたしました。

・プロ野球観戦

　オリックス・バファローズ球団のご厚意により、京セラドーム大阪にてオリック
ス対東北楽天の試合を観戦しました。

・東大阪中学生選抜チームとの試合

　会場は０６ブルズの本拠地、花園セントラルスタジアム。パキスタン領事のムハ
マド・ナシール氏が始球式を行いました。また、主審はスリランカ出身の国際審判
員、スジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏が務めました。結果は18対１で東大阪中学生
選抜の勝利。パキスタンチームは守備の乱れで大差をつけられましたが、先発投手
のアブドラ・バラ君は好評価を受けました。

縄手南中学校

大阪交野リトルシニア

主催・後援等

主な活動内容



第１回西アジア審判講習会
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第２回ベースボール・プレミア・リーグ

　2013年11月、スリランカのコロンボで第１回西アジア審判講習会が開催さ
れましたれ、ネパール野球連盟からアビシェック・カリキ副会長が受講生と
して参加いたしました。

１．講習会の概要

　日程：2013年11月16および17日
　主催：Sri Lanka Amateur Baseball/Softball Association、
　　　　アジア野球連盟（BFA）
　場所：Japan – Sri Lanka Friendship Baseball Grounds
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南アジア初の野球場）
　講師：麻生紘二氏、神納豊氏、スジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏
　受講者：イラン、インド、ネパール、パキスタン各１名、スリランカ27名

２．講習会の内容

　２日間に渡る講習で、受講生は球審および各塁審における立ち位置や
動作を始めとした基本的な技術を学びました。最後に地元チームが練習
試合を行い、受講者各自が１イニングずつ審判を務めました。

　今回、このような講習会に参加できて、大変良い勉強
になりました。審判の技術はネパールでは学ぶことが難
しいので、貴重な経験になりました。今回学んだ事をネ
パールでの野球発展のために役立てたいと思います。

　2013年11月、インドのハイデラバードで第２回ベースボール・プレミア・リー
グが開催されました。
　この大会には、インドの選手に加え、ネパールからも選手６名およびコーチ、審
判員各１名が参加する予定でしたが、大会直前にネパールで交通機関のストライキ
があり、インドへ移動できなくなったため、不参加となりました。ネパール選手と
帯同する予定であった当会の鈴木秀利のみが来賓として参加いたしました。

１．大会の概要

　日程：2013年11月17から21日
　場所：GMC Balayogi International Stadium
　主催：Andhra Pradesh Baseball Association
　試合方式：６チームによる総当たり戦の後、
　　　　　　１位と２位チームで決勝。

２．観戦報告

　グラウンドは陸上競技場で、マウンドはありません。ベース付近や塁間は土ではなく芝生の上に液状の
泥を掛けて乾かしたものでした。
　出場している選手は20歳前後のようでした。大リーグのコーチも指導しているらしく、基本的なプレー
はできていました。変化球、送りバント、本塁打、併殺、全てありました。投手の球速は110〜120km/h
ぐらいです。気になったのは、グラウンドの影響もあるかもしれませんが、スライディングをする選手が
少ないので、ケガが多いのかなとも思いました。
　審判員については、細かなルールで迷う部分も有り、抗議などで、試合が止まる頻度が高いような気も
しました。
　技術的な問題はあると思いますが、選手がとても陽気で、好プレーには体中で喜びを表現していたのが
印象的でした。（鈴木秀利）

アビシェック・カリキ氏の感想



ネパールでの活動

報道機関等での紹介

・イベント出展
　　ネパールフェスティバル、ワンワールドフェスティバル等
・総会（１２月）
・ネパール国内での野球大会
・大学等との連携事業

※お断り
　今回の会報には会計報告を掲載しておりません。今回は、ＮＰＯ法人への移行にともなう会計年度の
変更のため決算を行っておりません。ご了承ください。
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2014年の主な予定

プール学院大学ネパール研修

アメリカ人コーチによる野球教室

　2013年９月、アメリカのナッシュビルからクラーク・ラン
バート氏を始めとするコーチ団がネパールを訪問、カトマンズ
等で子どもたちへの野球指導を行いました。
　参加した子どもたちは初心者も多く、野球教室では、ルール
の説明や野球道具の使い方から指導が始まりました。

　2013年8月末から約３週間に渡り、ポカラでプール学院大学
のネパール研修が行われました。
　研修期間中は、子どもたちとの野球交流活動、ネパール代表
チームとの試合などを行いました。ネパール代表との試合は、
９−８でネパール代表の勝利でした。

以下の報道機関等で当会およびネパール野球について紹介されました。

・大阪日日新聞（6月23日）
・産經新聞（6月29日）
・福井新聞（8月20日、21日）
・日刊スポーツ（8月23、24日）
・読売新聞（11月29日）
・東大阪バーチャルシティ(http://www.h-osaka.com/)
・国際野球連盟（IBAF）、アジア野球連盟（ABF）ホームページ
・世界少年野球財団会報42号

　その他、国内外のメディアやホームページ等多数。

武装警察との試合

　2013年12月7日、カトマンズにおいて、ネパール代表チームが
アメリカ人コーチ率いる武装警察チームと親善試合を行いました。
結果は９−０でネパール代表チームの勝利でした。
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第11回西アジア野球大会

　2013年11月、パキスタンのラホールで第11回西アジア野球大会が開催さ
れ、ネパールも出場いたしました。
　ネパール代表は３戦全敗でしたが、最終日の３位を賭けたアフガニスタン
戦では、７回まで２−２の同点からの１点差負けという接戦を演じました。

大会概要

　日程：2013年11月30日から12月2日
　場所：Punjab Stadium （パキスタン・ラホール）
　主催：アジア野球連盟
　出場国：アフガニスタン、ネパール、パキスタン、スリランカ
　試合方式：総当たり戦

チーム PAK SRI AFG NEP

パキスタン

スリランカ

アフガニスタン

ネパール

勝 敗 分 得点 失点
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3 0

0 3

2

2

1

1

0

0

0

0

56 0

32 3

3 50

2 30

大会結果

選手の感想

　みんなと大会に参加できて、楽しかったです。
　試合にはひとつも勝てませんでしたが、アフガニスタン戦は良い試合だった
と思います。もっと練習して次回は勝ちたいと思います。
　ネパール野球を支援してくださっている日本の皆さんの全てに感謝します。

（シャム・クマル）

ネパール代表選手・役員

　監　督：小林 洋平
　コーチ：鈴木 秀利
　投　手：イッソー・タパ
　　　　　サンディープ・タパ
　捕　手：アニール・パリヤー
　内野手：ラジェス・パリヤー
　　　　　ラジェス・バスネット
　　　　　シャム・クマル
　外野手：ナワラジ・ブジェル
　　　　　ノビン・アレー
　　　　　ビジェイ・グルン
　　　　　プラナビ・シュレスタ

パンジャブ・スタジアム

監督賞の授与

ネパール対アフガニスタン戦

パキスタン野球連盟からの表彰


